
表1　震災時年齢別にみた累積B判定率、細胞診実施率、悪性・悪性疑い発見率（先行検査受診者）

震災時年齢 人数 割合
*2

累積人数 割合
*2

累積人数 割合
*2

累積人数 割合
*2

4歳以下 71,178 23.7 135 0.19 3 0.00 0 0.000
5-9歳 89,361 29.7 860 0.96 99 0.11 28 0.031
10-14歳 90,522 30.1 1,919 2.12 353 0.39 91 0.101
15歳以上 49,404 16.4 1,461 2.96 357 0.72 97 0.196

全体 300,465 100 4,375 1.46 812 0.27 216 0.072

*2:受診者数*1に対する割合。

表2　震災時年齢別にみた累積B判定率、細胞診実施率、悪性・悪性疑い発見率（先行検査未受診者）

震災時年齢 人数 割合
*2

累積人数 割合
*2

累積人数 割合
*2

累積人数 割合
*2

4歳以下
*3

19,533 66.9 11 0.06 0 0.00 0 0.000
5-9歳 1,801 6.2 19 1.05 2 0.11 1 0.056
10-14歳 4,754 16.3 86 1.81 5 0.11 1 0.021
15歳以上 3,105 10.6 96 3.09 18 0.58 3 0.097

全体 29,193 100 212 0.73 25 0.09 5 0.017

*2:受診者数*1に対する割合。
*3:平成24年4月1日までに生まれた方を含む。

*1:先行検査を受診した方に限る（本格検査（検査2回目）、本格検査（検査3回目）、節目検
査(平成4年度生まれ)の受診有無は問わない）。

*1:先行検査を受診せず、かつ本格検査（検査2回目）、本格検査（検査3回目）、節目検査(平
成4年度生まれ)のいずれかを受診した方に限る。

※令和2年3月31日時点のデータによる。
※背景が濃色の数値は、第15回甲状腺検査評価部会での報告値（先行検査・本格検査（検査2
回目）は平成30年3月31日時点、本格検査（検査3回目）・節目検査（平成4年度生まれ）は令
和元年9月30日時点のデータ）から変化していることを示している。

※令和2年3月31日時点のデータによる。

受診者
*1

B判定 細胞診実施 悪性・悪性疑い

先行検査受診の有無別にみた累積Ｂ判定率、細胞診実施率、悪性ないし悪性疑い率

受診者
*1

B判定 細胞診実施 悪性・悪性疑い
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